
朝 闇 2012年 (平成24年)3月 26日 (月曜日)

Ｐ
Ｓ
・
発
生
土
を
塩
善
農
地
修
復
に

ポ
リ
シ
リ
カ
鉄
協
会

・

Ｐ
Ｓ
‐
環
境
フ
ォ
‐
ラ
ム

ポ
リ
シ
リ
カ
鉄
協
会

（会
長
Ｈ
金
子
光
男

・
直
治
薬
品
社
長
）
主
催
の
第
６
回
Ｐ
Ｓ

Ｉ
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
２
月
２３
日
、
東
京
都
中
央
区
の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、
３
人
の
識

者
が
講
演
を
行

っ
た
。
東
北
大
学
大
学
院
の
伊
藤
豊
彰
准
教
授
は

「ケ
イ
酸
と
鉄
を
供

給
す
る
こ
と
が
で
き
る
Ｐ
Ｓ
Ｉ
浄
水
発
生
土
を
津
波
塩
害
農
地
の
修
復
に
活
用
で
き
る

の
で
は
な
い
か
」
と
提
言
し
た
ほ
か
、
グ
障
‐―
隙
常
に
に
解
比
Ｆ
ほ
Ⅳ
Ｈ
ド
レ
店
肘
脚
蹴

代
炭
が

「放
射
性
物
質
の
吸
着
処
理
に
Ｐ
Ｓ
Ｉ
が
利
用
で
き
る
の
で
は
」
と
新
た
な
活

用
方
法
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
の
小
宮
山
鉄
兵
氏
は
Ｐ
Ｓ

Ｉ
浄
水
発
生
土
を
活
用
し
た
農
業
資
材
の
開
発
と
現
地
実
証
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

冒
頭
、
金
子
会
長
は

「日

本
は
土
壌
資
源
が
少
な
く
、

鉄
や
シ
リ
カ
を
含
む
Ｐ
Ｓ
Ｉ

浄
水
発
生
土
を
産
廃
と
し
て

処
理
す
る
の
は
も

っ
た
い
な

い
。
農
地
に
活
用
し
て
資
源

循
環
さ
せ
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

伊
藤
准
教
授
は
、
東
日
本

１
３
０
人
が
参
加
。
Ｐ
Ｓ

Ｉ
発
生
土
の
利
用
法
で
最

新
の
知
見
が

水
稲
の
育
苗
●

収
― ―

皐

増
力田
″こ
効
果

大
震
災
に
伴
う
津
波
被
災
農

地
に
つ
い
て
、
多
量
の
塩
分

や
ヘ
ド
ロ
状
堆
積
物
、
砂
が

も
た
ら
さ
れ
た
ほ
か
、
作
土

が
流
出
す
る
な
ど
甚
大
な
被

害
だ
と
報
告
。
土
壌
中
の
塩

化
物
イ
オ
ン
が
高
い
と
、
水

の
吸
収
や
カ
ル
シ
ウ
ム
や
力

リ
ウ
ム
の
吸
収
が
抑
制
さ
れ

る
な
ど
の
塩
害
が
発
生
す
る

が
、
降
雨
や
濯
概
水
に
よ
る

除
塩
を
行

っ
て
も
土
壌
に
吸

着
し
た
吸
着
態
ナ
ト
リ
ウ
ム

は
低
下
し
に
く
く
、
水
稲
育

成
の
障
害
に
な
る
可
能
性
が

高
い
と
い
う
。
ま
た
硫
化
鉄

や
黄
鉄
鉱
な
ど
の
硫
化
物
を

含
む

ヘ
ド
ロ
状
堆
積
物
は
、

畑
で
は
酸
性
化
、
水
田
で
は

硫
化
水
素
が
発
生
し
、
根
腐

れ
や
養
分
吸
収
阻
害
を
起
こ

す
と
説
明
し
た
。

伊
藤
准
教
授
は

「ケ
イ
酸

を
含
む
Ｐ
Ｓ
Ｉ
浄
水
発
生
土

を
塩
害
農
地
に
施
用
す
る
こ

と
で
、
葉
ま
で
ナ
ト
リ
ウ
ム

を
上
げ
ず
、
根
か
ら
ナ
ト
リ

ウ
ム
を
排
出
す
る
な
ど
ナ
ト

リ
ウ
ム
害
に
対
す
る
ス
ト
レ

ス
が
強
く
な
る
。
ま
た
Ｐ
Ｓ

Ｉ
浄
水
発
生
土
に
含
ま
れ
る

鉄
は
、
鉄
硫
化
水
素
の
発
生

を
抑
制
す
る
効
果
が
あ
る
」

と
、
土
壌
改
良
資
材
と
し
て

の
Ｐ
Ｓ
Ｉ
浄
水
発
生
上
の
有

効
性
を
説
明
し
た
。

小
宮
山
氏
は
、
Ｐ
Ｓ
Ｉ
浄

水
発
生
土
を
用
い
た
培
上
の

育
苗
性
能
や
肥
料
化
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

Ｐ
Ｓ
Ｉ
発
生
上
を
混
和
し
た

培
土
を
用
い
た
水
稲
育
苗
試

験
で
は
、
Ｐ
Ｓ
Ｉ
入
り
培
土

で
育
苗
し
た
苗
の
ケ
イ
酸
含

有
量
が
対
照
の
苗
を
上
回

っ

た
ほ
か
、
根
張
り
の
向
上
効

果
が
見
ら
れ
、
農
家
か
ら
も

育
苗
性
能
が
良
い
と
の
感
想

を
得
た
と
報
告
し
た
。
ま
た
、

Ｐ
Ｓ
Ｉ
浄
水
発
生
土
を
圃
場

に
施
用
す
る
こ
と
で
収
量
が

増
加
傾
向
だ

っ
た
と
説
明
し

た
。
肥
料
化
に
向
け
た
課
題

と
し
て
は

「地
域
間
に
よ
る

Ｐ
Ｓ
Ｉ
浄
水
発
生
上
の
成
分

の
バ
ラ
つ
き
が
ど
う
評
価
さ

れ
る
か
が
課
題
。
例
え
ば
、

可
溶
性
ケ
イ
酸
含
量
が
低
い

発
生
土
は
肥
料
と
し
て
認
め

ら
れ
る
の
は
難
し
い
」
と
の

見
解
を
示
し
た

一
方
、
培
土

原
料
と
し
て
の
利
用
に
向
け

た
水
道
事
業
体
と
農
業
資
材

メ
ー
カ
ー
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

が
九
州
で
進
行
し
て
い
る
と

の
情
報
提
供
を
行

っ
た
。

金子会長
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環境フォーラム開催

ホ
リ
シ
リ
カ
鉄
協
会
は
２
月

２３
日
、
東
京

・
晴
海
の
ホ
テ
ル

マ
リ
ナ
ー
ズ
コ
ー
ト
東
京
て
第

６
回
Ｐ
Ｓ
Ｉ
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
い
た
。
グ

ロ
ー
バ
ル
ウ

ォ

比
Ｆ
陀
体
隊
怪
圏
隅

僅
麟

勝

陪
際

睦

悟

に
わ
―し、
に
勝
股
叱
た
ほ
か
、
束

北
大
学
大
学
院
の
伊
藤
串
彰
准

教
授
、
全
国
農
業
協
同
組
合
連

合
会
の
小
常
山
鉄
兵
氏
が
こ
れ

ま
で
Ｐ
Ｓ
Ｉ
に
関
す
る
研
究
成

央
を
報
告
し
た
。

話
演
に
先
立
ち
、
金
子
光
男

会
長

（直
治
薬
品
代
表
取
締
役

社
長
）
が

「こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
き

っ
か
け
に
Ｐ
Ｓ
Ｉ
が
普
及

し
、
資
源
循
環
が
実
現
さ
れ
る

こ
と
を
願
う
」
Ｌ
あ
い
さ
つ
。

古
村
代
表
は

「世
界
と
日
本

の
水
事
情
」
と
題
し
、
水
や
東

日
本
人
震
災
の
復
興
に
つ
い
て

最
新
の
情
報
を
提
供
。
被
災
地

に
お
け
る
水
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧

・
復
興
実
と
し
て
、
水
道
の
三

元
給
水
や
白
立
再
生
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
活
用
、
ｌ
Ｔ
管
理
に
よ
る

集
中
制
御
な
ど
か
ら
な
る

「
ス

マ
ー
ト
ウ
ォ
ー
タ
ー
計
画
」
を

紹
介
し
た
。

東
北
大
学
と
し
て
常
城
県
の

農
地
復
旧
支
援
に
協
力
し
、
津

渡
被
害
地
域
の
上
壌
調
査

・
分

析
を
実
施
し
た
伊
藤
教
授
は
、

津
波
に
よ
る
ナ
ト
リ
ウ
ム
過
剰

害
や
ヘ
ド
ロ
漫
入
水
阿
て
の
硫

化
水
索
害

へ
の
対
策
に
、
ケ
イ

駿
と
鉄
を
供
給
で
き
る
Ｐ
Ｓ
Ｉ

浄
水
発
生
上
の
活
用
を
提
案
し

た
。小

宮
山
氏
は
同
協
会
の
モ
デ

ル
事
業
報
告
と
し
て
、
Ｐ
Ｓ
Ｉ

入
り
培
土
を
用
い
た
水
稲
育
苗

や
圏
場
試
験
の
結
果
な
ど
を
発

表
。
肥
料
化
に
向
け
た
今
後
の

進
め
方
て
は
、
水
道
事
業
体
と

農
業
資
材
ズ
ー
カ
ー
の
マ
ッ
チ

ン
グ
を
進
め
な
が
ら
、
タ
イ
ミ

ン
グ
を
見
計
ら

っ
て
肥
料
の
規

格
化
を
図
る
方
針
を
示
し
た
。

金 子 会 長吉村 代 表伊藤 准教 授小 宮 山 氏


